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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

地
震
防
災
の
た
め
の
当
面
の
強
化
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
二
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 

田 
 

一
殿 

 
 

林 
百 

 

郎 
 

野 

間 

友 

一 
 

栗 

田 
 

翠 

提 
出 

者 
 

 

一 

 



 

青
森
両
県
を
は
じ
め
、
北
海
道
か
ら
島
根
県
に
い
た
る
日
本
海
側
に
、
か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し 

 

た
。
地
震
後
二
ヵ
月
に
な
ろ
う
と
す
る
今
な
お
、
被
災
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。 

こ
と
に
対
す
る
政
府
の
防
災
行
政
上
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
当
面
の
防
災
対
策
強
化
に
つ
い
て
、
以
下
質 

企
業
な
ど
の
経
営
再
建
、
秋
田
港
や
能
代
港
な
ど
の
復
旧
を
急
ぎ
、
地
域
経
済
の
再
建
、
雇
用
不
安
の
解
消
を
は

か
る
た
め
、
国
の
大
幅
な
財
政
援
助
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

去
る
五
月
二
十
六
日
正
午
、
秋
田
県
沖
に
発
生
し
た｢

日
本
海
中
部
地
震
」
に
よ
る
地
震
・
津
波
災
害
は
、
秋
田
、 

被
災
者
の
立
場
に
た
つ
た
住
宅
復
旧
な
ど
、
キ
メ
細
か
な
救
済
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
農
業
・
漁
業
・
中
小 

今
回
の
地
震
が
、
死
者
百
四
名
、
住
宅
の
損
壊
一
万
一
千
四
十
三
戸
な
ど
、
か
つ
て
な
い
地
震
災
害
と
な
つ
た 

地
震
防
災
の
た
め
の
当
面
の
強
化
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

問
す
る
。 

一 

地
盤
災
害
対
策
に
つ
い
て 

今
回
の
地
震
災
害
の
特
徴
の
一
つ
は
、
旧
河
川
敷
や
沼
地
、
砂
丘
地
な
ど
に
建
設
さ
れ
た
住
宅
、
公
共
施
設
等 

 
 

 
 

に
被
害
が
集
中
し
た
こ
と
で
あ
る
。
被
災
者
は
「
業
者
か
ら
買
つ
た
土
地
の
地
盤
が
悪
い
な
ど
知
ら
な
か
つ
た
」
、

｢

個
人
住
宅
は(

復
旧
費
用
が)
全
部
自
前
、
国
の
特
別
融
資
を
受
け
て
も
ロ
ー
ン
は
二
重
払
い
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い｣

と
、
窮
状
を
訴
え
て
い
る
。 

1 

今
回
の
地
震
で
、
地
盤
災
害
が
拡
大
さ
れ
た
原
因
と
し
て
、
①
秋
田
港
に
お
け
る
地
震
動
加
速
度
が
二
百

二
十
二
ガ
ル(cm
 

sec 2)

と
、
設
計
時
の
予
想
加
速
度
百
ガ
ル(cm

 
sec 2)

を
大
き
く
上
ま
わ
つ
て
お
り
、

誤
つ
た
予
想
の
も
と
に
設
計
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
一
般
住
宅
な
ど
を
含
め
た
地
盤
の
安
全
対
策
が
、

都
市
計
画
法
な
ど
に
よ
つ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
実
効
あ
る
指
導
が
な
さ
れ
ず
、
危
険
な
宅
地
が

販
売
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
み
て
、
行
政
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
こ
の
際
政
府
は
、
こ
の
行
政
責 

／
 

／
 

四 

 



 

2 

砂
地
盤
の
液
状
化
に
つ
い
て
は
、
過
去
二
十
年
間
に
、
新
潟
地
震(

一
九
六
四
年
）
、
十
勝
沖
地
震(

一
九 

 
 

六
八
年
）
、
え
び
の
地
震(

一
九
六
八
年
）
、
宮
城
県
沖
地
震(

一
九
七
八
年)

な
ど
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
さ 

 
 

ら
に
、
明
治
以
来
の
地
震
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
本
列
島
全
体
の
埋
立
ま
た
は
沖
積
砂
地
盤
に
確
認
さ
れ
て 

 

い
る
。 

軟
弱
地
盤
地
域
に
つ
い
て
全
国
的
な
実
態
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。
ま
た
、
住
宅 

 

や
公
共
施
設
、
周
辺
地
域
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
原
子
力
発
電
所
や
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
に
つ
い 

 

て
、
設
計
時
の
予
想
加
速
度
、
設
計
震
度
の
見
直
し
を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
た
面
か
ら
安
全
性
に
つ

い
て
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
具
体
的
対
策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ 

砂
地
盤
の
液
状
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
軟
弱
地
盤
対
策
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
緊
急
の
課
題 

で
あ
る
。 

任
に
つ
い
て
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

五 

 



 

二 

災
害
復
旧
に
つ
い
て 

2 

秋
田
県
男
鹿
市
、
若
美
町
な
ど
被
災
自
治
体
の
多
く
が
公
債
比
率
一
三
％
を
超
え
る
と
い
う
財
政
状
態
で

あ
る
こ
と
、
地
域
的
に
集
中
し
た
災
害
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
復
旧
対
策
を
自
治
体
ま
か
せ
に
し
た
の
で

は
、
被
災
自
治
体
財
政
は
一
層
圧
迫
さ
れ
、
地
域
経
済
再
建
は
ほ
ど
遠
い
も
の
に
な
つ
て
し
ま
う
。 

1 
｢

秋
田
港｣
の
復
旧
に
つ
い
て
、
同
港
は
秋
田
県
は
も
ち
ろ
ん
東
北
地
方
の
住
宅
建
設
資
材
、
日
常
生
活
品

の
重
要
な
陸
揚
げ
港
で
あ
る
。
復
旧
は
緊
急
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
の
財
政
的
負
担
は
秋
田
県
に

と
つ
て
も
莫
大
な
も
の
で
あ
る
。
自
治
体
ま
か
せ
と
す
る
の
で
は
な
く
、
国
の
大
幅
な
財
政
援
助
の
も
と 

 

で
、
復
旧
を
急
ぐ
た
め
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
、
国
直
轄
部
分
の
復
旧
対
策
も
含
め
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

れ
た
い
。 

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
「
激
甚
災
害
」
、「
局
地
激
甚
災
害
」
の
指
定
基
準
を
見
直
す
な
ど
、 

六 

 



 

4 

住
宅
の
復
旧
対
策
に
つ
い
て
は
、
「
災
害
援
護
資
金
」
の
貸
付
限
度
額
や
所
得
制
限
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、

融
資
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
復
旧
を
個
人
ま
か
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
宅
地
の
安
全
対
策
や
具
体
的 

 

な
復
旧
作
業
に
対
し
て
も
、
責
任
あ
る
対
策
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

3 

災
害
復
旧
に
あ
た
つ
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
八
十
八
条
第
二
項
に
い
う
「
再
度
災
害
の
防
止
の
た
め
」

行
う
関
連
事
業
を
特
例
的
な
も
の
と
せ
ず
、
耐
震
強
度
の
見
直
し
を
含
め
た
改
良
復
旧
を
原
則
と
す
る
こ
と 

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
災
害
に
強
い
国
土
を
作
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。 

被
災
自
治
体
へ
の
国
の
財
政
援
助
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
災
害
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
全
国
的
な
援 

 

助
が
必
要
と
考
え
る
が
、
以
上
の
点
に
つ
き
具
体
的
対
策
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

｢

原
形
復
旧｣

を
規
定
し
て
い
る
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
、
農
林
水
産
業
施
設
災
害 

復
旧
事
業
費
国
庫
補
助
の
暫
定
措
置
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
含
め
て
、
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う 

 

か
。 

七 

 



 

 
 

と
り
わ
け
、
観
光
客
や
海
水
浴
客(

湘
南
海
岸
で
は
一
日
百
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る)

に
対
す
る
津
波
防
災

対
策
は
盲
点
と
な
つ
て
お
り
、
観
光
基
本
法
第
九
条
の
精
神
に
照
ら
し
、
観
光
行
政
と
い
う
面
か
ら
も
対
策
を

講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
対
策
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
 

津
波
警
報
な
ど
防
災
情
報
の
伝
達
体
制
に
つ
い
て
は
、
漁
船
や
海
中
作
業
員
、
港
湾
労
働
者
な
ど
と
と
も 

 
 

に
、
つ
り
人
、
海
水
浴
客
や
観
光
客
へ
の
徹
底
を
は
か
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
の
総
点
検
、
防
災
無
線
の
整

備
な
ど
を
緊
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、
停
電
時
の
対
策
を
含
め
た
キ
メ
細
か
な
運
用
に

つ
い
て
早
急
に
確
立
す
べ
き
で
あ
る
が
、
政
府
の
対
策
は
ど
う
か
。 

四 

地
震
防
災
対
策
の
強
化
に
つ
い
て 

三 
津
波
対
策
に
つ
い
て 

1 

去
る
六
月
八
日
、
秋
田
市
に
お
け
る
総
理
の
発
言
、「
地
震
が
あ
れ
ば
津
波
が
来
る
の
は
常
識
で
あ
つ
た
。

そ
う
い
う
点
で
は
政
府
も
…
…
地
震
に
対
す
る
備
え
が
な
か
つ
た
」
に
関
し
て
、
わ
が
党
野
間
友
一
議
員
が 

八 

 



 

2 

東
海
大
地
震
に
備
え
る
と
し
た
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国 

 
 

 

の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
財
政
援
助
に
つ
い
て
、
わ
が
党
は
立
法
の
際
に
も
、
対
象
と

な
る
地
域
と
事
業
の
拡
大
の
必
要
を
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
地
震
防
災
対
策
が
、
東
海
大
地
震
な
ど
に
集
中
さ
れ
、
秋
田
県
西
部
な
ど
、

｢

特
定
観
測
地
域｣

に
は
手
薄
で
あ
つ
た
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
の
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
地
震
予
知
技
術 

 

が
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
、
特
定
の
地
域
に
、
予
知
を
前
提
と
し
た
対
策
に
事
実
上
限
定
し 

 

て
い
る(

そ
れ
さ
え
も
十
分
と
は
い
え
な
い
）
政
府
の
責
任
は
重
大
で
あ
り
、
是
正
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う 

か
。 

政
府
の
見
解
を
た
だ
し
た
の
に
対
し
、
加
藤
国
土
庁
長
官
は
、｢

東
海
大
地
震
…
…
に
対
し
て
は
、
政
府
と 

 
し
て
も
相
当
取
つ
組
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
海
中
部
地
震
と
い
う
こ
と
で
は
、
そ
れ
は
も
う
国
民

全
部
が
び
つ
く
り
さ
れ
た
」
と
の
答
弁
を
行
つ
て
い
る
（
六
月
十
六
日
、
衆
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
）
。 

九 

 



 

 

一
〇 

今
回
の
地
震
災
害
の
反
省
の
上
に
、
対
象
地
域
を
少
な
く
と
も｢

特
定
観
測
地
域｣

に
ま
で
拡
大
し
、
五
ヵ

年
計
画
な
ど
の
年
次
計
画
を
も
つ
て
地
震
防
災
対
策
を
具
体
的
に
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。 

3 

地
震
対
策
緊
急
事
業
に
対
す
る
財
政
援
助
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
末
で
期
限
切
れ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
進
捗
は
、
五
十
七
年
度
末
現
在
四
三
％
と
い
う
状
況(

予
算
執
行
予
定
額
比
、
推
定)

で
あ
る
。
さ
ら
に
財

政
援
助
を
増
大
し
、
期
間
を
延
長
し
て
事
業
の
推
進
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

同
時
に
、
地
震
・
津
波
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
と
財
産
を
直
接
守
る
べ
き
防
災
予
算
は
、
圧
縮
・
削
減
す

る
の
で
は
な
く
、
充
実
を
こ
そ
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


